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資料８ 企業等アンケート調査集計結果 
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問10 改組計画を含め、博士課程に対するご意見、ご要望をお聞かせ下さい。 

· 博士課程の理解が広まれば、より社会での活躍の場も増えていくかと思う。社会に身近な教

育、研究機関であることを望む。 

· 今後、企業の研究者は博士の割合が増えると思われる。その中で、博士の方々には研究分野

を土台にしつつ、異分野への興味が持てるようになって欲しい。 

· 理工学研究科への改編により、問題解決能力を有した学生が社会に輩出されることを強く希

望する。 

· 博士課程の学生に求められる企業の要望は専門知識を生かし、自ら開発テーマを企画し、実

施するリーダーとなる人材。早期修了制度は大学の特徴出し（人集め）には良いと思うが、

学力レベルの維持は難しいと思う。 

· 情報に対する反応の早さ、及び知識や技能を活かせる応用力を、ぜひ教育していただきた

い。 

· 企業としての特質から、学究型のタイプではなく専門能力をいかに円滑にコミュニケーショ

ンを図りながら活かして事業に反映させていけるかの学生を望んでいる。 

· 建設業法上の指定学科・専攻にあたるのかが現在わかりかねるが、機械技術職・電気技術職

の採用は毎年募集しているので、宜しくお願いしたい。 

· 当社も１名岩手大学に受け入れていただいた。建設コンサルタント業界の業務内容も変化が

大きく、専門性が要求される例も増えてきた。大学と企業の連携が今まで以上に必要になる

と考えている。 

· 研究シーズ、技術を産業応用できる人材の育成に期待する。 

· 博士卒はあまりにも専門領域が狭い場合が多く採用しづらいが、このような複数の専門領域

を持つ博士であれば採用可能性も高くなると思われる。 

· 基礎研究の充実をお願いしたい。 

· 社会人大学院生としては、長期間貴大学で実験・研究をするのは難しいので、会社内で研究

し、月に１～２回程度、教授とのコミュニケーションで済む様な形態が望ましい。あるい

は、スカイプや電話会議システムなども一考の余地ありか？ 

· 高い専門性を持っていることからこそ、それを伝えることができる高いコミュニケーション

力が重要と思う。特に弊社の採用においてこの２点は最も重視している。 
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